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動漏 



黨客權へ 

本製品は消覽を活用觀品安全法（消ま法）で指定される 
特定保守製扇でず。 

法患点検を受けるために肺有音登録を巧ってください。 

に記入しむ 


傾品に同柩した r 所ち音品 




C 正しく使つで上手に節約) . 






このたびは]□ナ垃ぶスト-フをお日い巧け 

くた訊ましでおりみお维碟雖:ぶ邱 

ご使間になる鋪(こ、必ずこの取扱飄明戀をよ 
く:— / U で、:正しぐ健巧しでください。 
まちがった取り殿い(ま思わ媳孽煎や故障の原 
因となりまず。 > / 

お読みに’なった:薇を取飯離明蠢は r 賴証遷] • 
r ェ禮説明聖 J と共に魁す保鶴しでください。 
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1. 特に注晶しでいただ言たいこと 

(安をのために必すお守りください）1〜4 

2. 懐巧する願巧 . 4 

3. 各部の咨称 . 5〜6 

4. 使巧前の準備 . 7〜8 

5. 使用方法（懐い方） . 9〜15 

6. 巧を装歷 . 1色 

7•その他の装圖 . 17 

8•日常の捕検‘串入れ .18〜2 *i 

9.定期点赖 . 22 

10.巧障‘麗常の見かけ方と処體方法23〜24 
11•部品な換のしかた . 25 

12. 保暫（長期闇使巧しない體を) . 25 

13. 仕様 . 26〜27 

14. アフターサー ビス . 27 

15. 据え巧け•移設 . 28〜30 
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1. 特にま意していただきたいことほきのために必ずむ守りくださし、) 




® ガソリン厳禁 

ガソリンなど擇凳性の高い油は、 
絶対に傳南しないでくだちい。 
义災の原因にな0ます。 


©スプレー街厳8 

スブレー巧や力たット /—•- 

こんろ巧ボンベなどを •で iYl(i 

温風のあたるところに ぶ/を贷 I I 

が艦しないでください。 

熱で街の巧力ぴ上びり、 

爆発しで危険です。 


@給排気筒（管、ホース）外れ危険 

給が绩轄 K 暫、ホース)び列■れ 解がが过を遞 
たまま使巧しないでくださし、。^ t I 
列れでいると運嚴中に排ガス A 1 

び室内に漏れで、危険です。 



•を類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しな= 
いで < だぞい。 

巧類が落下しで乂がつ度、乂 I 
巧の原因になります。 I 


©温風吹出口をふ巧がない 
巧類、紙などで溫風吹出□や 
空気巧入□をみさびないでく 
ださし、。 

巧類、紙などでふちぐと、火 
巧の原因にな0ます。 


® 傾温やけどにま意 

畏時間巧腐の同じ觸巧に 
触れないでください。 
比較的低い溫度でち低温 
やけどや脱化症がの原困 
となります。 





細 



•給排気簡トップ閱そく危険 

稿頸がをいときには、給排気筒トツプの周りび飄でふさがれていないことを 
確認してください。みさびれているときは、陈豐しでください。 

また、板などによる「豐囲い」は給排気の巧げになるのでおやめください。 
間そくしでいると遲範中に排ガスが室内に漏れで、危険です。 


•給排気筒トップには金網などは付けない 

給が気箇トツプには、虫よけのためのを網などは巧けないでください。 
給排気の妨げになり、翼常燃焼を起こし排ガスか’蓄巧に漏れる巧能性 
びあり危険です。 



•定期点検の実施 

定期的に年に1◎程度）に点検•鹽 
備を受けでください。点模を受けず 
に M 間使巧し続けると、故禮や輩 
苗脚原因になり危険です。点検•獲 
備はお翼い求めの販売店や鹽格者の 
いる店にの頼しでください。 




•ご自身での据付け-移設工事の厳禁 

お客さまご自身による工事は危 
険でず。据巧けエ雲は販壳店や oPa J 
尊門叢著にご依顚ください 。I 
な卜-前移設させる^ 
爆含ち同じです。） 


1•特にを意していただぎたいこと（まをのために必ずお守りください) 



•カーテン、可燃物近接讚止 ))!/ 

力ーテンや燃えやすいちのをおづけないでください。 ^^0 

火災か’発まするおそれか’あります。巧燃物との離隔距離についでは 

標準据巧け例 （28 ぺージ）を参照しでください。 S )/ ^夕 

® 給油時消 W 

給油は、魁す消火しでから巧なつでください。 I 

火災のおそれげあります。 4： 


® 油漏れ確認 

油タンク‘ごム觀送油管•接台部•給油コックおよび機器などからの灯油漏れか’ない胃 
ことを禮認の上ご使用ください。灯油か’漏れでいると乂災のおそれか’あります。 / 


•異常時傻用禁止 ^ 

巧一翼常を感じたと苦は、樓巧しないでください。 

巽常觸焼のおそれびありまず。 


® 温風に直接あた S ない 

温風に直接長時間あたらないで<ださい。 

低温やけどや脱か極がになるおそれ力*あります。 


〇高温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、题溫部、給排気筒、給排気简トップ、枠上部にまなどぶれないでください。 
やけどのおそれがありまず。 


〇やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないでください。 ら 

振勸や接触によってやかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれがあります。 I 良 


@分解修理の禁止 

故障、破擾したら、使箱しないでください。 
不完をな修理は、危模でず。 


雜腰をかけたり物をのせない 

機器の上にのったり、腰をかけた0しないでください。機器の致隙や、 
やけどのおそれがあります。機器の上に巧びんやかを入れたをのなど 
を置かないでください。水か‘かかると漏爾や故障のおそれびあります。 


® 改造使用の禁止 

改造して憤用しないでください。 

また、ストーブや給排気筒には尿輕麗话の熱交換器などを取り巧けなレでください。 
火のやがガスが室肉に漏れる原因となり危険でず。 


® 電源コードを鶴めない . 

體源コードに無理な方を加えたり、物をのせたりしないでください。 

また、電源プラグを抜くときは、コードを持って弓 I き抜かないでください。 

火災や離爾の原因にな0ます。 ‘ • 


•電源プラグは5奮莫に養しこむ 

電源ブラグはコンたントに根元まで確実に差しこんでください。 } m \ 

また、傷んだプラグやゆるんだコンたントは使巧しないでください。 W 災の原因 界龄 
になります。めれた宇での巧き差しはしないでください。感堅の原困になります。^ 


善 































•特にを意しでいただまたいこと（安をのために必ずお巧 0 ください) 


•特にを意しでいただきたいこと(安をのために必ずお守りください) 



•長期間使用しないとをは電源プラグを抜く 

長期間使用しないとき又は保管すると言は、必す電源プラグをコンたントから抜いでください。 
义災やず想しない事故の原因となります。 


•電源プラグのお爭入れをずる 

ときどきは爾源プラグを抜き、ほこり及びを臟物を除ましでください。 
恩こりか’たまると湿気などで絶縁不良にな0火がの原因になります。 


•灼■油の保管 

阿油は、火気、雨水、ごみ、園溫および直射日光を避けた場酣こ保管しでください。ガソリン 
などといっしよに保糧しないでください。 

誤って借巧すると異當燃焼や火がのおそれか‘ありまず。 


雜蜜賢好油禁止 

変質な油、不純巧油（汚れたなミ由、化の混じっているな油など）を使巧しないでください。 
異常燃焼のおそれびあります。 



嘿勝 



@シスターンの水位に连憲 

循環化はかしすつ懇発します。 

1ク月に1回程度は、シスターンタンクのが位力《規定が位にあること 
を髓認し、不足しでいる擬をは補巧液を補給しでください。 

上限が描な上は、入れないよラ注感しでくだまい。 

(床暖八’ネルを接続しない爆食は、循環化は不菱です。） 


感カーぺットのはがれに注意 

力一ぺツトがずれたりめくれたまま使巧しないでください。 
巧パネルに直接輔れるとやけどのおそれびあります。 


•循環液（循環水-不;東液）の保管にミ主蠢 

幼招のをの居ろザよい巧に保管しでください。 

巧一、飲んだ場台には化かせで、医師の診断を受けでください。 


•給排気筒付近の可燃物近接禁止 

給が気筒 h ップのおくに、ロミ由や巧燃物など引义のおそれのあるちの 
を g かないでください。义巧のおそれがあります。 


® 指や異物を入れない 

温風吹出□や空気取入れ□などに指や翼物を入れないでください。 
クガや义災の原因になります。 


上限 

琴!1泰規 


グ 




©初めてお使いになるとをの注意 

ネリめでお使いになるときは、耐熱證料などが焼きはくまで煙と奧いか’出ます。しばらくの間、窓を 
あけで部屋の換気を巧っでください。 

また、か顧やル動物などに驟 S する觸をが善えられますので、この間は部麗に入れないでくださし、。 


•夕1•出する時は消乂 

外出すると苦は、必す選顏を停止し消火しでください。 






•機器を魔襄するとき①注意 

•财■油の廃囊 

ストーブを隅囊処分するとさは、定油面器のな油を 

巧油の廃囊赃おは、口独をお賢いホめになった販売 

抜きとっでください。 （19 ページ） 

口油を入ったまま廳震するとリサイクルの際に思わ 
め事巧になるおそれびありまず。 

店にご相談ください。 


2•使用ずる場所 


ストーフ''をままに使巧ずるためには、場所の選定が'大がです。 



〇マントルピースなどには据え巧けないでください。 


•標高が1000 m を超える霞地では使巧しないでください。 
空気の濃度力*薄いため、燃焼に必費な空気カタ不足し、 
I まず。 / 


I ■画膳 1 



暴ち気の入ってくるち向、例えば窓側などに置くと、お気び 
ストーブで暖められで巧流しますので、効票的です。 


出入口など人の通るところは、/京つかると危険ですので 
避けでください。：； 


® 部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節を)じびけましよラ。 

ストーブの前面に障塞物があると、部麗の擺慶にむらができるばれりでなく、みく尉熱によってストーブ本体の溫慶 
懊閱蠕所には十分注觀しで効冀的に懐巧しでください。 































3 •各部の名称 


3 •各部のち称 


fum 


前面ガード 


ガラス円窗- 


备 懲 sag 的 


調節脚 • 
歷台—— 


対流巧送風機(巧部）—— 
フアンガード- 

本体固是を爵- 

まをサーモスタット(内部) 
給が気苗- 



上面 ガー 


-上面椒 

-とつで 

-表示部 

-ルームサーモ 

-選嚴スイッチ 

操作部(オープンポクット） 
—定;'を面器リたットレパー 
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エルポ固定を夏 一 

S Eg 心 :::: :^ ^ jjgggg 

コム宮口- 二 I 

麻;盾- 1 —hi - 1 - > I 



Pll 


掘源！)ード 




-熱交サ-モ(巧部） 

エアー巧ぎバルブ(内部） 

—アクチ:!エータ(內部） 
(リニアダンパー) 

-化位が 

-本体固定盛具 

-湿水化き □ 

-■禍節脚 

-邁か戻り □ 



放熱器 


熱交換器(内部）一 

給水。- 

スクル!-ン- 

燃焼リング(巧部） 

シスターン_ 

タンク 

循躁ポンプ- 



—燃焼筒ふた 
燃焼筒ふた巧そ 


rjm 

wm 

liiiiji 


TUP 



点义ヒータ- 

の營サーモスタット 






「操提 I ! す J 


-反射板 

——プリント配線破 
機巧サ ーS スタ(巧部） 

一不完全燃焼防止装歷 

(方スたンサーが 

-ポット パー ナ 

-点火トランス 

-定巧面器 

——巧展白勸消义誤歷 


靈磁ポンプ 
——送猫營 


※運輯审は方スじンサーび発光•点滅する為、 
隙間から化が見えることびあります。 


選露停止审覆 




設定旅温表おランプ（織） 

巧湿洞節ボタンで設定した床湿を表示します。 
巧暖廣運窗時に点巧します。 

をから3個呂のランプびおのしたとぎは適溫設 
定になりまず。 


轉刻襄お(織） 

湿巧は現在時刻を愛示します。 
タイマー遲扉時はタイ7—たット 
時刻を霞示します。 


設定璧溫衰を（織） 

室溫設定ボタンで設定した室温をデジタル愛 
术します。 

ストーブにトラブルび黄生すると、トラブル 
巧越び記客設示（自5診画モニタ）されます。 


設定床温 ___ 
® . 高 ！I it 牛岛 

,(〇 〇 〇 〇 〇 〇 Q ) すを 


時計- 9イマー 


亡初:区/ 71 偃 3 


で ® 選頤 


運錠ランプ(綴） 


Crystal Digital Display 


運敲 ( 
因 入•の直 


•運窗スイッチを押す 

-(晶）とな巧しミ 

ミす。 

-ちラー厘巧す（遅 

) 

とおのします。 



タイマー叢あランプ(織） 

タイ7—運扇中は点なします。 

タイ7—運琼博止申は消のしまず。 


eco 麗範表示ランプ(緑） 

- eco (エコ）運窗中はな’なし、 
解なずるとおなしまず。 


運疆スイッチ 


巧す（因！）と遲扉（お义）します。 
をラー度!巧ず （ とお义します。 


顧ブンポクツト巧操作称と儀義 


□额號聲 、ジ h ® 闘 a 

〇才ープンポケットを魔く巧し化むと、ゆっくり出できまず。 
操作後經くがしをどすと n ックしで止まります。 

. 操がずるときががは、闆じでご使周くだまい。 


國操作禮 COL 言芯 

A 操がボタンを巧すとピッと音がしまず: 
〇誤操作をするとビツ营び2 ◎します。 


國囊赢部®晒養畜調讓 

©瞬計調節スイツチを（■適常」に昔わせで r 時がタン J を押しながら「分ボタン J を巧すことにより、表示部の明るさを 
2段階に調節することができます。（このときピツ音が2回しますび、誤操作ではありません。） 


陳暖の撰スイッチ 

r ストーブ巧暧房 j 運拓と r ストーブ擅迎 J 狸窗 
をのり換えます。 


旅温調節がタン 

温か化□溫度を27〜70での趣 
囲に設ちします。 

•「ほ J …1回抑すたびに設定 
涵度を6で下げる。 
•「画 J …1回巧すたびに訝定 
湿度を6で上げる。 


_ 時計調節スイッチ :: 

「時計ちせ J …現在時刻をさわせるときに f 時計ちせ J 
巧置にします。 

「タイマーちせ j …タイマー它ット時刻を合わせるとき 
r タイマーさせ j 巧置にします。 

「週を J …招な時刻やタイマー t ット時刻をちわせたら、 
湿巧使巧やは、 r 逝常 J におすをどしでくださし、。 


火乃調節つまみ 

义万强邸つまみを f なか J から r 大 j 
の閒で励力、し乂でを U ニアにま恐!調節 
します。 

父力閣節つまみを f 自動 J に台わせる 
とルームサーモによる白動運窗（窒還 
設定巧タンで里温を設定）力できます。 


__暖じ 

低觀 
巧溫調節 


巧暖の翻 


，イ7— ’ 

リさせ 


自國 を励义力調節 

おみル中 大 

• • niiihiiiiii * 11111 1 * 



時ボタン 


時刻の f 時 J をさねせる 
とまに巧します。 


かボタン _ 

時刻の r 分 J をさわせるとさに押します。 
時計翻面スイッチの巧區によ0、1回の 
巧しの遊み方び巧なります。 

[時計合せ J …1分すつをわ0ます。 
[タイマーさせ J …5分すつ巧ねります。 


_ タイマーたッ トボタン站站蜡酷. 

タイマー運窗 . 

遲扇スイツチを fTU にし、タイ7—たツトボタンを巧すことによ 
0、タイマー巧巧ランプび点の、時刻愛巧にタイマーたツト時刻が 
逛綺しで展示され、タイ7—透をび閲始されます。 

(タイマー巧示ランプびな巧しなければタイマー運記は閣扭されません。） 
亡ツト時効になると、タイマー変巧ランプカ<おなし現を時刻び凌/吊 
されで自国)的に運窗び閲巧されます。 

タイ7—遲窗の魅陈 

タイ7—運を中にちラー度、タイ7—たツトボタンを巧すとタイ7 
一還窗び阁協されます。 


室溫設定ボタン 

-火力强西つまみを r 自動 J にすると 
ルームサーモ による皇溫泣ち巧〇で 
〜10で]びできます。 

-1■窗め J •••設定温度を1ですつ上げる。 
- r ほめ J •••設定温度を1ですつ下げる。 

eco 運黯がタン 

eco (エコ）狸窗のじット、铅踪を 
するとまに巧しまず。 





































m 1 . 


燃料核必す: CT 勉 （ J 旧1着な溫）を優閥しでくだ芭い。 

• lA * al ガソ U ンなど擇発性の高い';由は、乂災の原 S になりますので絶対に使巧し 
ないでください。 

雜0^注®1変質な油、ちれたな油、かの混じっているな油などは、絶巧に使巧しない 
で < ださい。 

•0^ 注®1巧油は、必'す乂氮-雨か-ごみ-高溫及び、直射曰光を避けた觸酣こ保管 
しでください。 




□給»0隘®喜麵義注窓 


馨送油バルブを閱じで給油□ふたをはすし巧販の給油器具でな油を給油しでください。 
油靈計の針が [ •満」をさしたら給油をやめでください。 

雜給油□ぶ\たを必すちとどおりに締めでください。 

® 給油の隙に、水、ごみなどを入れないよラ特にま廳しでください。 

注意]火巧のおそれがを0ますので、給ミ由は、 I 必ずミ背:^し、の赛のないところで 
巧なつでください。 

□繪ミ園□成紀臟、磯襄に禱遮 U 。 

□ご勝'种於獅测隐撒曼 < 减馨恕つ艺< r ミ蒼 LK 

□燃料®机®注憲と藝氛總蹇®殆邀 

油タンク您鹽にしないぶラに注戀しでくだ遂い。 

油タンクを一畳をにしますと、送油経路的に空気びたまり、亞常にお油びでまなくなること力であります。このよラな爆 
合には巧の顧障で空気おぎをしでください。 

1. 油タンクに給油しまず。 

2. ストーブのゴム暨□から、ゴム製送油醫をはすします。 

3. ゴム觀送油管から油が遭続しで流れ出ることを驢かめでからゴム製旌油禮ををとどお 
りにスト--ブに取り巧けまず。（油がこ揉れないよラに容器を巧廳しでください。） 




活油器属 


-給ミ由□ふた 

送油バルブ 
化グージ 
が巧きパルフ 



□安蠢養靈瓣ジ h、 觀擾1:0雜@ 



を油圆器のたッり 

初めて使用すると苦やシーズン初めには、ストーブ正商を下のお迎面器リたットレバー 
を下に巧し下げでください。 

® ij たットレバーは据え側刑きやシースン视めに操がします。定迦画器に強い衝繫 
をちえたり巽常があったと善な列は、特に操作する必頸はありません。 

巧 一、 点火操作綾巧潮が化すにモニターサイン E 2が衰示されるよラな場含はリ 
じットレバーを押し下げでください。 

(寶をおびはザれ、な油がスムーズに流れまず。） . 

©リじットレバーは乱聽に破ったり、禪したままの状態には總巧にしないでくだを 

し、。 お谭背强ち学管.; 



雜油タンクや送油管の接舍部などから油ちれびないかどラか聰認しでください。 

■電 Sffi 線®確認 

® 松ミ主意 I 濯源プラグをコンじントに巧の憑元まで歷奧に塵しをんでくだぎい。 

@爾源コードが給が気筒などの闇溫部にふれるおそれのないことを福認しでください。 

I ご注意 I 變源プラグ•コードの発熱*發火を厳ぐために… 

:雜頸源は必す適正酷線された毕袍1 00 V コンたントを使阐しでください。 

:雜種源コードは、遗かで摇總0たり延撥コードぶ懐巧•他の耀気諮員とのタコ足鼠線をしないでください。 

■接地 ( 7 〜叉)®磯認 

參工事説巧靈にしたびい、接地（アース）か‘とられでいるかどラか確認しでください。 


闘点火獅襲賴会淺麗 
尿暖關讓式ッ景® 

ストーブ壁独で麗転する纖さは f ストーブ単独」に、ストーブ尿隨房運輯を巧ラ擺合は「ストーブ床暖房 j に、床暖切 
換スイッチをじツトしでください。尿暖切換スイッチのたツトは運嚴開始前に巧つでください。 


©ストーブ床暖廣で遷感ずる場さ ©ストーブ単独で遲强する頻含 





壬ストーブを側面の水位計で、シスターンタンクの規定水位（上 
限が位と下限か位の間）まで循麗が（コ□ナ旅暖麗巧循霸液）か’入っでい 
ることを髓認しでください。循環がか’入っている擺合は黃色にな0ます。 
循環水は上限な上入れないよラを鹽しでください。 

水位か’下限な下の爆合は、席暖房麗巧補巧液を入れでください。 


溫水配醫鐵水ちれの麵認 

雜ストーブ内部や温が配暫接合部からかちれか’ないか髓認しでください。 

® 尿暖パネルの温か配管の慶中にバルブを取り巧けた場合は、必すバルブび開いでいることを樞認しでください。 

圍驚颤寧に禱暖 ffl 攫^ッ景霉操作憩® a ® 

むやみに、ストーブ単独-ストーブ床暖房に切り換えなレでください。循驟?おのつまりの原因になります。 

麵ストーブ摩独-句卜ーブ廉^ …自動的に一旦消 W しで、約1卜20分後に泻点火し、ストーブ尿暖房運転を閱始しま 
す。そのとき、 I ■ジユー」とレラ糧躁かの燕党音が発をすることがありますが翼常ではありません。なお、熱巧サー 
モの状態によつでは、离点火をちストーブ摩独のままの觸合れ’ありまず。この躁合は遅嚴スイッチを一旦！■切」にし、 
冷却したあと（表承ランプ類消剧後）4〜5分経過したあとに、 r 入」にしでください。 

侧ス1ブ陳暖麗->ス1ブ羅症] …運輯はそのまま継続します。しばらくしで[■ジユー」といラ循躁かの鼎発音か’し 
ますび異寓ではありません。 



















5 .使用方法（使い方) 


1 . 時刻表巧か’現を時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. オープンポクット巧の旅暖胡換スイッチを I ■ストーブ単独 j にさわせで 
くだをい。 

3. 運語スイッチを押しで f 入」にしでくださし、。 

自動のに、なのよラに羅祗（ず備燃焼•本燃焼）します。（ストーブ乂 
力調節「宇動」（微か〜大）の場さは設定室温の衰示はありません。） 


※ず備燃焼後、しばらくの間、义力は大きくなります。 




《ホ備燃焼後、しばらくの間、义力は大まくなります。 



[^卜"■ブ床暖房遷黯] 


遲記 
田入-の昌 



1 . 時刻表示か’現な時刻を表おしでいることを福認しでください。 

2. オープンポクット巧の巧暖切換スイッチを「ストーブ旅暖麗 J にさわせ 
でください。 

3. 麗嚴スイッチを押しで「入 J にしでください。 

自動的に、なのよラに遲輯（ず備燃焼•本燃焼）します。 


• 阻を室巧と巧面の巧沉に晒じた 
义方になる 
• リニアダンバ-巧 MU 
阻运巧湿のお定温なになるぶラ 
に、自型)細節される 


® オープンポクツト巧の乂力調節つまみで I ■自動運転」と「を動選賴」が設定できます。 
ご禹望の選乾巧までご使巧ください。 


Os 火顺屬 i 

mx I 言''火蔚調節 r 國動場 


目動ま動义力調節 
おみル中大 

• • 川 iii’miii • 日日目日且且 • 



! 動 Slgj® 場憩 

參乂力調節つまみを r 自動 J に含わせでください。設定室温と部麗のが況に胞じ 
た火力で燃焼します。 

鲁院計含せはじぺージ1■現を時刻の調節方を」を参照しで巧つでください。 


• 巧巧ランプ巧巧 
• 垃まま涵哀巧おな 
• 投まな沮巧巧ランプホな 
• か•迪宙流出 
• 燃说巧を皿がまわる 
• 巧巧ポンプ巧曲 







5.使巧方法（使いち) 


□ 又 I 言 '' 樂蔚調讓 r 霉 a 遲 

錐オープンポット巧の火力調節つまみを[微か」から[■大 j の間のご覆望の位鹽 
に台わせでください。 

衰示部の設定室温衰なが消え、予備燃焼び終了ずると火力調節つまみの設定火 
力で燃焼しまず。ただし、を備燃焼樓、約4分間は最大火力になりません。 

® 麗髓スイッチを！■入」にした時、遲範ランプが点巧せすにタイマー穀巧ランプが点なずる欄台段、タイマー麗範と 
なりまずので、タイマーじッ h ボタンを押しでタイマー麗韶を廳陈しでくだをい。 

® 燃焼巧に麗酷スイッチを禪しで「溝火」にしたり、タイマーたットがタンを禪ずなどしで載)1妙が上禮髓を禪止ず 
ると自動溝 iA ； し、燃焼藍が帯却しでからでないと醫点火で當泉せ/1/。 



才ープンポクット巧の义力調節つまみを C 自動 J にをわせると、ルームサーモによる自動選頭となり、設定室温に自動 
調節されます。 

表示部に設定室温（22で）び表示されますので巧のよラに調節しでください。 


馨室温設定ボタン「高め」を巧すたびに1で上がります。（上限30で) 
•室温設定ボタン[傾め」を押すたびに1で下びります。（下限10で) 


轉自動運転時に微が火力でを蕾麵び設定温度より上興ずる爆合、設定澀度より3で上興ずると自動的に消火ずる 
eco (エコ）運嚴をおすずめしまず。 （ P 10 〜 P 11 eco は〕)運赔の瑕敎照） 

蕾湿が設定溫度より3で上興ずると消义し、お都屋のムダな賴めずぎを抑えまず。 



eco (エコ）運嚴は、呂動運嚴時に eco 遲輯ボタンを巧すだけで設定温度か’ 20 でにがり換わり、じーブ消火と eco 
たーブ濯転でムダな暖めすぎを抑え、快適で経済的な室溫をキープしまず。 

また、自動運館時は還大义力を70〜90%、ま動選輯時は最大义力を80〜90%に抑えでお部屋の暖めすぎを防比します。 



ワンタッチで設定温度を 還大义力を 80 %におさえ ムダな暖めすぎを抑え、 室温び設定温度より約 3 で 

20 でに自動切)換え で室のを暖房 が適な室温を原ちます。 上昇すると消义し、設定室 

X 泣定湿暦はを里できます。 温まで下びると泻点义します。 


馨室温か’20で衆満で30分な上運度した場含は、愚大义力を90%におさえで運敲します。 

® 室漏が20でな上の擺合、麗大火力を80%におさえで運輯しまず。‘ 

暴室温び24で]^上で30分な上選乾した場台、（設定温度を 22’ CJ ^ 上に設定）最大义力を70%におさえで選頭します。 



参室温び20でが上の場さ、最大义力を90%におさえで選乾します。 

參室温び 24‘ CJ ^ 上で30分な上選乾した場合、最大火力を80%におさえで遲語しまず。 



























^gr \ 



% recoj 選乾表京ランプか‘点なし、自動麗嚴の場合設定温度か’ 20 でに設定され、 
eco (エコ）遅觀になります。 

® 上記の設定溫廬20では初期設定でずので、毒溫設おボタンによりご希壁の童温を 
1 〇で〜 30 でに設定でさます。 

馨ま動運嚴の場合は霞大乂力時に eco (エコ）選範びはたらきます。 



を eco (エコ）運輯び辭除されます 。 （SCO (ェ〕）運乾前の設定にちどります) 


馨 eco (エコ）遲範中に還輯を惇止し、再び運語を再開したときは 、 eco (ェ〕) 


選乾を巧います。 



室温設定によるき動遲嚴の他に、义力調節つまみによるを動义力調節か’巧能です。 
巧のよラにしでください 


©火力調節つまみを（■微か」から「大 J の間のご覆望の位置に舍わせ 
でください。 

乂力調節つまみの設定乂力で燃焼しまず。 


U 炎の状態 

ストーブの据え巧けや給排気筒の設歷奈件で、おはをか変化します。 

f © 炎のが態は、磯い巧の中にいくらかの蘭をい炎（潇 W ) が澀じってを異常ではありません。 

©炎び巧燃薰 g どをずる ii 盆は> 火力調歸つ策みをスライド^せで、炎のお燃えのないよラに調節しでください。. 



巧暖パネルの觸瞧 W 


ストーブ床暖薦遲輯の場含、循環化か‘設定適度になるよラに、自動的に温度調節されます。又、設定床温表示ランプに 
快適マークか’ついでいます。快禮マークは、床暖パネルの力ーペット表面をほぼ 33 〜 34 で（尿暖八‘ネル 3 鹽の觸台） 

に保つ循躁か温度を巧します。ご参着にされると便利です。 



1. 特に温度設定しない場含は、自勸的に快適7—クの位歷（設定巧湿 
表承ランプの3つ目）に設定されランプ表巧します。 

2. 床温調節ボタンを巧すとなのよラに床温調節でき設定尿温衰おラン 
プち移動点なしまず。 

•「低 j ……1回押すたびに設定温度を6で下げ、ランプ衰をが 
を側へ移励。 

• r 屬 j ……1回巧すたびに設定温度を6で上げ、ランプ衰示び 
を側へ移動。 

® 陳暖の温麼調節は、お巧（床ネルの衰面溫度）の麵慶調節のた 
ぃめ、 部屬童禪の溫度調節ではありません。カーペットの表画が熱く 
なりす莲ないよラ馈視温度には、十分注肅しでください。 


5 .使用方法（使い方) 



( 消火顯屬) I ストーブ庶暖麗遽嚴11ストーブ聲独麗廊 I 


麗輕 
^入•切凰 



選賴スイッチを押しで f の」にしでください。 

遲輯ランプび消なします。 

燃焼室か’冷却すると自動的に燃焼用送風機、循環ポンプ（ストー 
ブ廠暖麗麗甄のみ）び停止し、時刻表巧於がのずベでのランプが 
消'なします。 


•[ASfl 2 曰凶葛窥けるなど醫腾用しない:！爸悟、 還 類が完^に^止しでから^; 11 プラグをコ 
ンたントから擔いでくだをい。 

@が出のと费(ま、胁す邏髓を禪止（溝火）しでくださし、 

® 靈觀懼比禮、燃焼蕾が冷却（ランプ類が溝泪）ずるまでは爾源プラヴを搬かないでください。をし抜きまずと、ガ 
ラス円筒がくちったり、ストーブの表面温慶び上昇します。 


逍义を、，再点义するときのを意 


雜燃焼中に誤って躍源プラグをおいたり、麵髓スイッチを[■切」にすると、再点义をを装 g の働きで、ストーブび冷却 
されるまで再点火で致ません。 

ただし瞬間的な消义操作（約1砂な巧）の爆台は、そのまま縱焼か‘継統だれます。 

雜禪爾時には、必す遲睹スイッチを！■の」にしでくだをい。 

厚^^^^^^^^^^ けを物のお弧本お！ ^^ 

( 時計.タイ7-1 1 . 牙ープンポケット闪の時計調節スイッチを r 時計合せ J にします。 

はじめて使巧するときや、理源ブラグを長時間おいたときは、時刻表巧 
瞬計^;巧…^^タイ7- は—:—を表巧します。 

合せ 2 .時計調節の[時」 • 「分 J ボタンを押しで現を時刻ををわせます。 


例：午前 6 時 15 分に合わせる場含 



時計‘タイス- 


f 町国。•に'な 



時計•タイ7— 

* 町国。"し'豆 


の「時 J ボタンを押しで"午前6 : 00"にします。 


⑤ r 分 J ボタンを押しで"午前6 :1 5" にしまず。 



3. 必す時計調節スイッチを「憑嵩」位麗にちどしでください。 

(時計は、瞬計調節スイッチを「禮常」位置にちどした時点から塾)苦始 
めます。） 


® 必す睹計調節スイッチが m 常 j になっていることを驢認しでください。 

@30をぶな肉の輕懼であれ(ま、留通爾穫を現在瞬刻を謗巧しますので跨刻含わせの必麗はありませんがそれな上の饌潛 
で、時刻表示び 一 一 ： 一— を衰示した場含は、時刻さわせを巧っでください。 
























5 .使巧方法（使い方) 




1 . 才ープンポクット巧の時計調節スイッチを[■タイマー含せ」にします。 

2. 時計調節の「時 j •「分 J ボタンを押しでタイ7—点乂瞬刻を舍わせま 
す。 i ■分」は5おごとに動きます。 


例：午前6時30分に合わせる楊さ 



① r 時 J ボタンを押しで"午前6 : 0 011にします。 ⑤ r 分 J ボタンを巧しで"午前6 : 3 0" にします。 




これでタイマーじツト膀刻か‘記儘されました。 

3. 必ず轉計調節スイッチを「適常 j 位體にちどしでください。瞬刻衰示に 
は現巧膊刻か‘衰あぞれまず。 


□參麵廊巧邀 I スブ巧暖麗邏艇11ストーブ雄独運嚴:1 

1. 運おスイツチを巧しで r 入 J にしでくだちい。 

(遲嚴中の踢合は運較スイツチを巧す必要はありません。） 

2. 運輯ずるときのご希望の室温及は、义力に合わせでください。 

3. 床漏調節ボタンで、床暖温度をご淸望の湿度に合わせでください。 
(ストーブ床暖驛澀嚴のみ） 

4. タイマーむツトがタンを押しでください。 

時刻表示にタイマーじツト畴刻が變おされ、タイマ"鼓示ランプび点の 
し、タイ7-遅酷に入ります。 

(この時、 ® 焼箱送風機が約10か間遲飯しますか’翼错ではありません。） 

雜タイマーたツト時刻になるまでは、時刻衰示にタイマーじツト時刻か’衰示され続けます。 

@麗酷中にタイマー它ツトボタンを巧すと、ストーブは自動消火し、運賴を輕止します。 

修タイマー還範中は節麗のためタイマーじツト瞬刻衰おの明るさ（觸度）か’經ちます。 

•タイマー遅嚴は、遞髓スイッチが I ■入 J になつでいないと麗顧が關始され寡せん。 

•おでかけのと普のタイマー点火は避けでください。 



□變鑛0解除 



參タイマーじットボタンを押します。 

タイマー衰示ランプが消：0し、瞬刻衰あに現を時刻が表示され、 
タイマー遅範か’解除されます。 

•このままであれば有励的に運酷を開始しまず。運臨を停止する 
場さは、邏銀スイッチち「切 J にしでください。 


5.使巧方法（使い方) 


hK 刻。飄拖時刻®確認 


時計*タイスー 

時計タイ 7 - 
させ^ベ 


現を時刻の確認 


①時計調節スイッチを「時計合せ J 艾は「タイマ 
一合せ j に舍わせまず。 

感現を時刻及は、タイ7—たット時刻び時刻表示 
に表おされます。 

感福認後、時計調節スイッチは、必す[通常 J 位 
タイマ—じ^ 卜時刻の驢認 置にちどしでください。 




•ポット巧に油か’たまった場含、このまま点乂操作をすると襲萬燃焼したり、点义不良となります。ボ□巧などでポッ 
卜巧のミあを吸いとっでください。に0ページ[■ポットバーナの掃陈」を藝照。） 

ポットバーナに油がたまったことに気巧かないで点火したときは、ポットにたまった油び燃えつきるまで炎が大きく 
なっで燃焼します。 

このよラなと夏は、ずぐ運酷スイッチを「切 j にし、たまった油か’燃えつ苦るまでそのままお待ちください。このと 
き蠻源コードのプラグは巧かないでください。 


® この場含、ガラス円筒がずずけることびおりまず。スト r - ブが巧却しでから燃焼简ふた、スグルトンをはすしで 

ガラス巧筒を婦餘しでください。 

に1ペ^ジ r ガラス円箇内部の欄厳 j 難照。） . 

. . . . ,, , . —• • - . . ,, ' . - . ' _ . 



ストーブにトラブルび発をすると、トラブルのが態び設定室湿表巧に記营表巧（自百珍断モニタ）されます。 

この端さ記青表示の巧容を、ストーブち側面に印刷ちれた白己診断モニター慶表、または 23〜24ぺージ 「な障•興常の 
見分け方と赃應ち法」をご獨のラ是、必要な処擾をしでください。 


〈き5診断一挺表〉 



①選乾スイツチを一旦 f 切 J にし、再び「入 J にしてください。 

感题源プラグを一旦おき、1分後に再び入れ直しでください。（必ず販売巧に修理を依廳しでください。） 
感直ちに部屋の換赛を十分にしで、遲輯スイツチを一旦「の J にし、再び[入」にしでください。 

感辭陈できません。 





















® 尿暖の温度調節は、足兄（床暖パネルの表面温廣）の温廣調節のため、部屋を抓の温度調節ではありません。 
カーぺットの表面か’熱くなりすぎないよラ使巧温度には十分を憲しでください。 


mmmMm 


藝ち地だけでなく、暖かい地域でち凍結ず巧及び腐食ず防のために、必す循爆液を入れてください。 

©循驟液は必すコ□ナ床暇麗巧循躁液（別売品）をご使巧ください。他の不凍液を使巧したり、混合した0すると製品 
の寿命び短くなります。 

® 循環液は3年を国まに入れかえでください。（開封した循颗液ち鲁む） 

® 排気管に結體水か‘たまった場含は、お買い求めの販売店に点検を依顧しでください。 


本需の「特にを愚しでいただぎたいこと（安をのために必すお巧りくださいりの他に、巧の頂目についでちを屬しでく 
ださい。 _ 

® 上面ガードは、地靈などにより巧燃物か’落下したと苦などに乂巧を防止するためのちのです。やむをえす取0はす 
した爆さは、必すちとのが態に取りがけでおいでください。 

® クリーニング居、奠容院などの化攀藥品を使ラところや溫室、飼育室など、動禮物の育成栽培に使巧しないでくだ 
をい。 

@题か‘発生したとき、麗（誘题鹽）により一時的な過题巧か’力、かってを、過頸圧防止装置か’機器を保護するしくみに 
なっでいますび、大きな麗（直繫麗など）の觸含は、變量部品を續惕ずるおそれがありまずので、爾源プラグをコ 
ンじントから巧いでください。 


6 •安を装置 


このストーブにはなのよラなまを装置びついでいます。 

すべての安を装優は、異常び取〇陈かれでち再度点义操作をしなければ運歷は傳止したままです。 


__安_を装置__ 

巧 Bg 動消火装歷 
(臣31表示） 


点火を’全装置 
1 〇表示 ’ E ] 表お ) 

\ (途中消义）（不麓义）ノ 


侵電安全装置 
I m ] 表/弔表示\ 


(30 视な上）1秘な上^ 
130獻ホ満/ 


過熱防止装歷 

◎ををサーモスタツト85で 

([TH 衰示） 


不完を燃焼防止装置 

◎ガスじンサー 

(固己点滅表示） 

遵続不完全燃焼疆知機能 
(巧巧点滅表示） 


再点义瞄止磯能 
(面な!点な表示） 


原因*作動結窠 

強い地遞や麵醫を受けたとさ 


•モニターサイン IT す！表示 
- au ) 的に消义 

◎点义5スをしたとま 
©遂中消义をしたとぎ 
さ淀力、•翼常にルさいとぎ 


-モニターサインけ, n 表示または 
fg す！裹示 
-自動的に消火 

◎輕爾したとぎ 
を電源プラグが巧けたとき 


通题後 モニター サイン圧 D 哀巧ま 
たは If の表示 
白励的に消义 


巧流用送風概のフアンガードやスト 
ーブのを面びふさびったとき 
ス I ブの前面に商害物などびある 
とぎ 


- S 励的に消义 

•ストーブび冷却されたをモニターサ 
インけ •？ I 裹お 

◎排気び室巧に;鬧れ不完を燃焼防止装 
置び働いたとき 

ク 

-自己診断モニタ应□点滅表示 

-自動的に消父 

◎不完全燃焼防止裝體が遵続しで4回 
が動し「選続不完を燃焼通知機能」 
び働いたと客 

〇 

-自 e 醫断モニタ rwi 点減義示 

-自動のに消义 

◎さらに不完を燃焼防止装贈（不完全 
燃焼通知機能）び遲続しで3回巧勸 
し再点乂防止臟能が働いたとき 

-自己養断モニタ LMJ 点巧表示 

-白動的に消义 

-再点义でぎません。 


_ 処 _■_ ち法_ 

◎ス I ブの屆巧に質常びないか礎認 
し、点火操作しでくださし、 

(が禮呂副消火裝圈は作動瘦自動的 
にじツトされます。） 


@曰萬の点検-幸入れ ( 18 〜21ページ 
参照）をしでから点火廳作をしでく 
ださし、。 

® なおち質常びある觸舍は、お國いず 
めの販売店にご相談ください。 


◎ LOJ の颗舍、時計などのたットを 
しで力^ら、点义擾作をしでくだちい。 

◎ \ M2 の蜡合、麵驅媛点乂隱作をし 

でください。 

曰强源ブラグを確認しでください。 


原因を巧り陈いでからお义操作をし 
でくだちい。 

処画をしでち繰0返し作動するとぎ 
は、いったん遇転スイツチをがしで 
[■切」にし、販昂店に連絡しでくださ 
い。 


を部屋の換気を十分にしでください。 

◎ 排気鹽か’がれでいないか、他の燃焼磯 
器の薇離を留けでレないか確認しでく 
ださい。 


•® 部屋の換気を十分にしで、お圍いホめ 
の販売店に選絡しでください。 








装歷の咨称 

原國*作動結栗 

処置方法 

毎点火安を装圖 

◎消火直後、再点火操巧したとぎ 

ク 

-燃焼室の温度び巧却後でないと点义 
動作に入らない 

{ 〇燃焼室の溫慶冷郎後自動的にな'! 

\义動作を關おします。 1 

排気管據け検知装置 
(If 引表示） 

◎ 排颖輕の接綱部びはすれたとき 
® 排気醫巧け検巧南リード線びはすれ 
た0、邸線したとさ 

ク 

•モニ々ーサインけ5 !衷ぉ 
•ス1-ーブの遲輯を優止 

◎ 給排飄简および排飄慶の接綱部に、 
はすれ-ゆるみびないか確認しでく 
ださい。 

る 排気營巧け検巧用リード線のゆるみ 
または、はすれ•のれがないか確認 
しでください。 

質ち^^^^ 

苗 1 臨離口侯巧即ード削 

燃焼巧送風磯翼常 

横出装置 
( If 巧 1 表お） 

◎◎輯数か‘興常に恼てしたとき 

ク 

.モニターサイン IfA 1表示 
.ス j '■'ーブの遲輯を停让 

◎翼常抵下の原因を取り隙いでから点 
义操作をしで < ださい。 

® なおち異灌びある場さはお國いなめ 
の販扉巧にご相談ください。 

過電流防止装歷 
(表お部を消な） 

«巧部配線のショートにより過電流び 
流れたと寒 

ク 

•爾流ヒューズびのれ、すぺでの遲捉 
を停止 

® お圏い巧めの版扉巧に優埋を巧觸し 
でくだ杳い。 

循環が過昇防止装® 
( IMI 表示）- 

0禪恐化力哨 S 端に励かしたとを 
〇循環水が涵規しないとぎ 

ク 

■モニターサイン |F / 1度巧 
•ス1ブの理おを巧止 

〇循環化の fit を瞄励する寄によ0循環化 
週巧原因を巧り陈いでから点义巧巧を 
しでください。 

〇なおち興巧びある巧合はお園い巧め 
の阪筑巧にご巧賊< ださい。 

機巧サ ー S スタ 
( 扣 1 表示） 

〇巧流巧送風機が異常禪止したとぎ 
® 巧流巧を風機のフアンガードやスト 
- ブの前面がぶさびつたとき 
© ストーブの前面に障整物などびある 
とぎ 

ク 

-モニターサイン If 日 1 養示 
-呂動的に消火 

◎原因を取り陆いでからお义操柜をし 
でくだをい。 

® なおち興溝がある爆さはお園い巧め 
の販扉店にご巧戳ください。 

不置乂検出装置 
( WI 裹示） 

® 点火躁佑後約20お經廻しでち切暨サー 
モスタツトカ巧〇り營ねらないとさ 

ク 

-モニターサイン If ? !表示 
•ストーブの遲起を徑让 

〇原因を取り陆いでから点义操巧をし 
でください。 

( ポットパーナ巧に油がたまった、 

\場をは取0除いでください。 1 


_ r ミを.毎あ _ 

点横-を入れは消火穫、ポットバーナび冷却しでから、必す體源プラグをコンたントから抜いで巧つでください。 
陵廷意 I 爾觀部湿のお觸や巧顯品との賓換陪雛詔にしない^ くだ S い。 



□闇醒0可燃物（傻閣ごと） 

雜 [ A を意]ストーブの層團は、常に鹽擢•婦除し、燃をやすいるのを置かないでください。 


U 屬乙 Q 。續 ft (懷屬ごと） 

•ほこりや汚れをそのままにしでおきまずと、油がしみたりしで危険です。 

ス I ブはいつち禮驟にしでご使巧ください。 

圍油霉 ft 。蒙^。麵®に(償阔ごと） 

樂體お-油タンクにミ由をれ-細のたまりや油のにじみがないか、ときどさ点模しでください。 

又、給油の隙にこぼれたな油は、よく風きとつでください。 

參油をれのある場舍は、お圈いおめの販売抱に修理を依頼しでください。 

□ゴ厶證送遞籠®!^縷。交讓®圏安（シ-ス*ン初 to ) 

〇[ごを Ml ゴム m 送細舊は、陸がで使揭しないでくだをい。 

麗がでの俊間は禁止をれでいをず。 

〇麗巧でゴム製送油鹽を使描しでいるときは、までかし曲げ腺澗、峨縮、変質、密お、ひび割れがないか確認し、巧点 
のあるときは巧換しでください。 

な換の呂おは、3巧に一廬です。 

H 油黎>ク（シース、ンの湖教、適轉） 

•油タンク巧は水やごみか’たまりやずいちのです。給油のとき、点検してくだ巧い。 

涵タンク巧のが抜き巧び禪陈は、油タンクが麗の取扱説明豁に従って巧ってください。 


□ 給 Its®® 接続部 ® 驗 §*» 轉 h S 文京 © 闇 H 谓に 1 ◎ 程度 ) 


® 給排気筒及び、トツプの周囲に隨害物か’置いでないか、ときどき点換しでください。 

@給排気筒か‘つまりますと、不完を燃焼をおこしまず。シーズン細めには必ず点橫し、くちか’祟をつくったり翼物か>入 
つたりしでいるときは、魁す掃輸しでください。 



•給が気筒及び、排氮醫の接続部がはすれたり、排気暫巧け模 
知巧リード線げはすれたり、斷線しでいないか点挨してくだ 
さい。 

® 給排気簡を一度取0はすしで、泻び取0はけると寒、排気管 
の接綿部内部にはめこんである〇リンクか’破擾しでいないか 
驢かめでください。 

破擴しでいた擺當は、お買い巧めの販売店に交換を依願し 
で < ださい。 


























8 •曰常の点檢•ま入れ 


点検、ま入れの必雲磊具懸隐期胃 ] 


■寇纏圍器®又 h レ™少瓣挪臟 （51 畴） ( お買い求めの販责店に披顧しで<ださい。 

雜定油面器には、ごみを瞭くためのストレーナか’ついでいまず。 

ごみがたまると、灯油の流れを巧ばで、巧分な火力び出なくなります。次のよラに觀除しでください。 

1. 进タンクの遗油バルブを閱じでください。 


2. ストーブの前板を止めでいるねじ（己本）をはずし、前板の下側を引き上 
げで、前に引いで取りはずしでください。 



-定ミ由面器 

定油面器 
化ツトレノト 


操イ乍部 


①操巧部の左側を 

弓 I ぎ②まねす 



ストレー ： t 


し^ 苗ぶジ$ン 


3. 操作部を左閣のよラに、①操作部の左側をかし引苦上げで、質手前にまわ 
しで、闢いでください。定油画器れ’みえでぎます。 

4. 定油面器リたットレパーを取り》 I しでください。 

己.ストレーナの掃除□に八ガキなどの II 紙を差しこんで、油ガイドを作り、 
その下に容器を置いでストレーナの止めねじをゆるめではすしでください。 

6. 定油面器の污れた口油やごみがを部流れ出まず。 

ストレーナを取り出しで、夏れいなな油の中ですずぎ洗いをしでください。 
(かで洗わないでくだをい。） 

組み立てるとぎは 

贷 スト'レ冉ホゴが蜡弟ンをおれめよう (pfo ち辕辉をし、® も南 ; k え ’1 .'議 
©スト 马 女を逆に入れないでくだミし だ C またな 巧巧: 歴 が、:山 眉ぶ も欄 こ： 

なるようじ取りがわと'くだ造い。''..か;;も掘が®:端還;';端骗 

◎ストレ雨^の比めねじを、固く締め愤ず女 t 担适能ご K ?: 

•油ちれがないか確懸しでくだまい。 


止めねじ 


圍顯流用變風磯®:7 慰〜 F ® Jf 除（週に1回挡上) 



フアン刀ード 


® ファン乃ードびごみや恩こりで目づまりすると、送風でが弱くなり排気温度び上 
昇する原因になります。〔過熱防止装置（まをサーモスタット）または機巧サー 
S スタの慟きで運極が禪止する欄含びあります。〕次の霞領でス I ブ觀面の 
ファンガードの禪除を巧っでください。 

1. 遲輯を禪止し、対流巧送風機か’止まっていることを禮認しでください。 

2. 掃隙機などでフアン乃ードについたほこりを取り除いでください。 


■点火鞭®点樓（シ-ズン初め）( :お賢い求めの販売店に依顚しでください。 ) 

•点乂ヒータや点火しんにすすび付臟しまずと、茄熱び惯下したり、ミ由の吸上げび悪くなったりしで点火しにくくなり、 
蕭乂不良の原固になりまず。 

点义ヒータの脱屬は入怠に巧ラ必要びありますので、必すお質い巧めの殿売店に依頼しでください。 


8•曰常の点検•手入れ 


圓離 S ジ h /\' -少®掃臟 mm (お覽い求めの販売店に依賴しでくださし、。） 

® [ご注 Ml 掃除は、ストーブを消义させな分ち却しでから、なつで<ださい。 

熱いが態で巧ラとやけどのおそれびあ0ます。 

® ポツトバーナにすずか‘ついで炎のおが不揃いになつたときや、ポツトバーナの顧にすすやカスびたまりすぎで盧乂び 
おそくなつたときは、巧のよラにしでずずを取り除いでください。 

1. 上簡ガードをはずしで4あのねじをはすし、燃焼簡ふた押えを取つ 
でください。 

2. 燃焼簡/をたをはすしでください。 

3. スケルトンはかふたに取り巧いでいます。スケル h ンをガラス円筒 
にあでないよラにしで、取りはすしでください。 

4. 燃焼リングをまわしで取り出しでください。 

日.ポットバーナ底部の下部經炎简を取り出しでください。 


6. 点义ヒータ、点火しんをいためないよラに、ポットバーナ巧部のす 
すをドライバーなどでかき落としでから、巧などで風唐とつでくだ 
さい。 

7. 組立での際、燃焼リング及び、下部酱お简は、ち図のよラに正しく 
確実に取り巧けてください。 







Hsa 板。慰琴^閔簡®挪酿（壓瞬） . 

修 r ごを赢 掃除は、ストーブを消义させな巧ち却しでから、巧ってください。’ 

熱いが態で巧ラとやけどのおそれびあります。 ‘ 

@反射板及びガラス円筒にほこりがすこまりますと、反射効率か’惡くなるばかりでなく危険でずので、次の要領で適時掃 
陈をしでほこりを取り除いでください。 



1. 前面ガードをち側の固定ばね （2 個）からはすし左側にまわしで 
<ださい。 

2. ガラス円筒を割らないよラに’ま懸しで、掃除機などで内部のほこ 
りをきれいに掃除しでください。 

3. やわらかい巧などで、反射板及びガラス円简をきれいにおいでく 

ださい。 ‘ 

4. 擺瞭わ、’終わりましたら、ちとどおりにたットしでくださし、。 

® 節面ぶードは、きちんと取り巧けでください。 









广 一> 

圆迸賽又罔®肉部® S 除觸陽） 席訊亲めの販売店に麵しでくださし〇 

® i ごを#]婦除は、ストーブを消义させ巧お冷卽しでから、巧ってください。 

熱いが態で巧ラとやけどのおそれびあ〇衰す。 

® 長期間の使巧や、油だまりによる大燃焼の棲にはガラス円筒びすずけることがありまず。 

ガラス円筒びすすけで炎び見えにくくなったときは、 20ぺージ 「ポットバーナの禪陈」の頂にしたびい、スケルト 
ンをはずしでガラス巧簡を掃除しでください。 

©ガラス巧簡には、水をかけたり、衞獲をちえたりしないよラ;ま肅しでくだ芭い。 

鲁遲輯中にガラスび添々にずすけた場きは、しばらくの斷（約30巧剛义力を大きくすることにより、すすを除 
去することができます。 


□ 循環求 ® 欄給（適時 ) 



シスターンタンク巧の櫃颗化は、かしすつ驟発しますので、と夏どき禮認 
しで、循颗かか’不足しでいる擺含は、そのつど規定か位まで尿禮麗屬巧補 
巧液を補給しでください。 

•繪氷□扉を開き、尿暖漬尊巧補巧液を上限水位まで追加しでください。 
'配禮など力、らのかちれで補繪する觸合は、床暖麗巧循颗液を入れで" 
、くだをい。 . 


©コロナ純正巧暖麗巧循馈液は、凍結ず防の他に巧暧房に使巧される機器（ストーブ•床暖八’ネル • 配酱部品など) 
の防錦効果を目的に作られた循環液で、ずでに純化で適正な襯度に洞きしであ0ますので、試運お時にはこのまま 

■心つ ’k ーブたスがてく.ド’ホ 

赞他な絡柄の防銷剤、不凍液（特に牽闹用など);を使阁したりぶ;混をした0しまずと防錦効乘び筑撰されす機器の耐 
义化びそこなわれたり、粘^びあねすポンプの性能が十分お揮されすに、沸騰しでしまラことがありまず。 

参循預液は、常湿では引火しませんび、如熱されたスト^プの上などにかかると盾火することがありまずので、取り 
扱いには十分を意しでください。 

參循環液は3巧を目まに入れ醬无でください。（開封した循環液を含む） 

参循環液の凍結湿慶は、 一2 日でに調さされでいます。 


□ S 水配體®水卷 ft 確認 mm ) 

® ストーブ内部や温か配暫接続部おから水をれか’ないことを體認しでください。 


■麵履 ® 蒼 0SJ 窗离 s' 凳堂曇®点樓 IZOU 音 

©地腸などの巧藍れ’発をし、ストーブに振動や衝觀か’加わったと苦は、躍觀前に必す次の点横を巧ってください。 
-給排気筒まわりのはすれ、ちれの確認 
-巧油配管からのちれの確認 

点模で質窜か’見つかった揚含は、お買い求めの販売店に修理を巧顆しでください。 


長期間ご使巧になりますと、ストーブの点検か’必票です。 

2シ〜ズンに1◎程度、シーズン終了をなどに点検を実施しでください。点横のご相談は、お質いあげ店または修理資抱 
蓄[(お)曰巧扫油燃焼機器保守協舍 （ TEL 03-3499-2928) でおこなラ按術管理講留舍修了者（石浦機器巧術管理±)など〕 
のいる店までお問い合わせください。 













10 •巧障•異常の見分け方と処置方法 












健陌审に翼常がありましたら、次表により原因を調べで処置をしでください。 

原因のねからないときや、赃體のむすかしいときは、お麗い求めの販売店、またはおおくのコ□ナお客 



_ !■■■■■■■■■■ 

眉 占 g 田 田田田田 

a 圆 iig 国 ■■■■■■■■■ 

■ S—Mhaa 

欄 ■■■■■■■■—■■ 

i 国 I ■国■国 b — mh — jI 

画 B — ■■■■■■■画 —I 

画国国 S ■国 SSSSBBSS 
圓圓国 H ■国国国■国 HH ■目 

’■■■■■■■■■■■■■I 

■■■11 

コ ■■■■■■■■— I 


の巧励 


不完を燃焼お止裝 


不完全燃焼防止穀慶換知卽興常 


給排気筒トップ巧錦びおおわれでいる 


惇電びあった （ 1砂な上30锁宋碼 -E 9表示) 


時間婷電があった巧 Of み UI 上 - E 7 表示) 


ルームサー モリード線がはすれでいる 


結排気簡接続部びはすれでいる。すぎまびある 
が绩舊巧け換巧用 U — ド線鎌寺接纔のゆるみ 


か配慶力<つぷくれでいる。バルブが閲じでいる 


シスターンの循賴か不足 


循驟ポンプの不良 


の藝サーモスタツトの故蹈 


定猫面器（頸磁ボンブ）の故障 


巧ちれびちる 


お排気窗のお統卽にずきまか‘ある 


挺が窥齒のつま0 


燃焼リングの取谢づ力觸い 


，治巧樹简ェ添す適当かため，.姐風現象びある 


河流巧送風機のフアン乃ードにほこりびたまった 


淀が気简の投函び留舉通りでない。が筑密び長ずぎる 


定油面おにが、ごみの呂ブまり 


ゴム製送油舊に空気だまりがある 


知続 


HH 

点滅 


HC 

点滅 


HE . 


F 2 



E 0 



E6 


E 7 


E3 


燃焼開始時や消义後に「ピチピチ1といラ音びする。 


本化の部び熱により膨張、収縮するためです。 


点义ヒータか’題义温度になるまで2分程度必要です。 
(室温によりをが変化します。） 


耐熱壺料やほこりが焼けるためです。 
しばらく窓をあけで換気をしでください。 


次のよラな現象は故障ではありません。 

こ修理を巧顚される前にちラー度お確かめください。 


点义時•消乂時 


透中 i 


不{巧 i 焼防止 

裝懸巧蝴. 


J 2 (排溯磁湾横知作励) 


10•故障•異常の見分け方と処置方法 


lIBBBpBBBBBI 

mmmmmmmmmmmm 
mmmmmmmmmmmm 

I 回 ■ 




BBI _ 

■■s 圓圓囲 ■■■■■■■[ 

mmmmmmmmmmmmmi 


!■■■■[ 

!■■■■ 

—■■■I 


■—B 田 ■ 一 ^ 

■■■国■■国国国 

白 —— 


直ちに部歷の換気をする 

r 不完を燃焼防止装麗 J (16 ぺージ）の内容をな橫する 


販売店に修理を依顆する 


おおつでいるちのを取り隙く 


IJ じットし再度点义操がをする 


設定室温、時刻などをたツトし、巧た点义むがをする 


はすれを直す 


給排気简接続部のはすれを區す 
ゆるみを直す 


販売店に修理をの颗する^ 

販謂超に懷擺巷戳颗する. 

目盈謂超に輕理驻椒觀ずる .' 

親殖水位まで補な液を入れる_____ 
温水配酱のつぶれを直す。バルブを閒く 


をれ感巧を締め直す（販売底に修理を依願ずる) 


すきまをな.< す 


給が気简を搁除する 


正しく取りはける 


給挑気銜のおはけを適正にずる 


フアンガードのほこりをブラシなどで巧陈ずる 

. . .. • • 


露雖通〇に路猩する. 


送綱レブをしめでストレ叫•をはがで捆お猜術シクの水をが 


ゴム拠おミを密をおる。..山お恒なクでがる巧は平に画す 


關《: 


21 ページ のりの越などのが蜜びを生したときのな検についで J 
のお谢貝目を ® 巧し V. 運掠スイ . ツまを巧し蹲し巧お巧ずる .......... 


胁巧巧に懷理をな願する 


販巧店に憾裡をが頼する 


HH 

点な 


參巧のよラな現象のときは使巧を中让し、'巧タンクの送ミをバルブを間じで販売店にご連絡ください。 


現 __象_ 

点火時-燃焼時-消火時に[ボーン J といラ大ぎな音がした。 
駕煙を出しで燃えでいる。 


麗台に油か’漏れでいる。 


様ご相談窓□にご選絡ください。 


__ 症が 

ストーブが擾備したりパツキンが雕颤しでいるおそれびあります。 
燃焼か’興常になつでいます。 

送油配暫よ0油か’漏れでいます。 


※設定室温表示に自己診断モニタび表示されます。 


質萬ではありません。_ 

外気温びほくなると、排気ガス中に富まれでいる水分が顔結し 
で化露気になるためで、異常撼焼による白蜡ではありません。 

翼常ではありません。 


給が気筒の巧端から 遷続 的に白煙び出る。 


巧油ぎれの際、一瞬巧か’大ぎくなつで消义する。 


窗 巧の中に黃色いお啸义)び混じる。 


煙を出 i 燃える 


巧油のにお3びずる 


賓をたでで燃をる 


ガラ巧円简がずすける 


室温がほいのに乂が大 
きくならない 


振動び大き S 


沸とう費びする 


軍源が入らない.： 


爆発的な燃焼をする： 




巧油びポの腐にあ 
でこない繳 1^' 




































































































報宽茲疆瑟も苦奄 




圆部 S 交観®会曇®離懸 

I 么注意 I 不完全な優遭、調整な禮険ですので、部品の変攫、調整が必暨の S 含に(ま、お麗い聚 
妓の販黃店没な、優遲囊猶營«贈）曰藏窗涵燃焼機器慑巧協含で巧ラ變綱嚮遲靈鹽蓋優3營 
(想涵機器綾術管擢立）など〕のいる販黃店にご相談ください。 

sa 交機感30^誦靈 gpg 会逕鷄體 <膽養 U 。 


部品ご入踊の際には、コ□ナ觀品取扱販葬店で胁すコ□ず純圧鄭品とご指定ください。 

:繩圧部品ながの部品をご使罹になりますと、性能が十分に発禪茲れないばか0か、ストーブを撰備したり思わめ攀故 
の願因になりまず。 

消誘•绪化し作ずい部記（交換が'必襲な部品） 


嗎 圏 

内 密 

使描潮閲にぶりな換ろ诚5»鹽な部韶 

ポットバーナ-点火ヒータ-燃焼リング-スケルトン 
ガラス円筒*各種パッキン 

環髓により舆化しやすい部踊 

燃焼苗迸風磯-ガスむンサー-ゴム製度油篇 

変鬻’不純な細の俊西によ0劣化しやずい部請 

電磁ポンプ-定油面器 






設置したままで保管される場をやしまわれるときは、曰常の点検•手入れの屬を参照し、次の 
要領で保禮しでください。 


1 . 蜡を意! 電源プラグを蚁ぞコンをントから擬いでくだぎい。 

2. 姐タンクの巧油は、すべで出しでください。中に化分やごみび残ったままにしでおきますと、油タンクび廳食する 
原因になります。 

3. お油面器のストレーナをはずしで、化かやごみを協夏、定油圓器の中のな油をおいでください。 

4. フアンフィルターのごみやほこりを取り陈いでくだちい。 

己.前樞をはすしで、禪除機などで巧部の商こりを取り除いでください。 

6. 塑装部分は、湿った巧で活れを落としでから、からぶきしでください。 

7. 燃焼室のサビなどか’ある所をペーパーで磨き f 補修用の塗料 j (別壳品）で望裝しでくだちい。 

圆保篇贈黨 

1. きれいになったら、乾'臟した擺巧に横倒しにしないでおしまレください。 

2. 旅暖の配箇を接続したままで保醫する場合は、上限水位まで補給しでおいでください。 

3. ストーブ巧の循颗がをおいて保鹽する蠕台は、エアー抜きバルブを闘いておき、エアー抜きノツレブ配營巧ち乾燥さ 
せでください。 

4. 「取扱説明靈 j は、大切に保暫しでください。 



型 巧の 邸び 

UH - F 7010 SR 

穫 類 

ボットな-屋内困-強制給排気お-強制対流お-巧暖房巧 

お 义方武 

爾氯点义す 

增 围驟轉 

な;'宙 （ J に1号なミ由） 

挪料消留 a 

陳暖魔麗證 

靈 大 

8.03 kW (0.78 しル） 

m か 

2.26 kW (0.22 し/ h ) 

スト-ブ圏歷绍 

m 大 

7.90 kW (0.768 L / h ) 

最 ル 

2.26 kW (0.220 しル） 

発熱理 
及麵率 

陳暖歷趣輯 


28,890 kJ/h 翻効寧86.6% 

mam 

8,150 kJ ル 瓢効率83.80/〇 


tssm 

28,450 kJ/h 熱効單86.0% 

BBEfl 

8,150 kJ/h 熱効率78.2% 

暖體 出力 

Hh 


6.95 kW 循撰水麗 150 L/h 


1.9 日 kW 櫃麗水愚100 L/h 

国 


目. 80 kW 


1.77 kW 



顯大燃焼睹1 .51 kW 循殿化湿1 50 L か 



8目.目％ (巧暖屬逃輯目题大のとぎ） 

mB 

78.2% (ストーブ単独狸お目國微がのとき） 


:床'. 腰 房狸’板.’. 


木造 29.5 が C 18®) コンク U - 卜 41.5 W に5獨） 

; あ—街が: 

木造29.5が （18 湿）コンクリート 48.0 rrf (2日涵） 


な丈 P 9 奧の迈护 

己 i 溫'破雌ぶ 

木造 29.5 が （18 画）3ンク U - 卜 39.5 が （24 湿） 

密巧地 

木造 29.5 が （18 a ) コンクリート 46.0 が （28 题） 

EBB 

wMumaKummmarm 

2し（器具の励シスターン上限化の時） 

:巧圾威用额巧換おの汲巧植閣圧力 

シスターン大気間放 

巧 お ホ；-巧 

离さ目 OOftm 幅748删勘巧 368 mn (個台を含む） 

闕. m 

34 k 呂 

爾源喝 

巧のび圃が数 

100 V 50 H 2/60 HZ 

定梧 

消鑽爾力 

床 暖願邏 飯 

な乂骑 日 8/103 W 

湿大縣焼時 53/59 W 亟大 120/125 W 

スト ー. ブ罐独運顔 

点义時 77/77 W 

蟲大燃焼時 30/30 W 盛大 88/88 W 

搏機時 消 變强力 

2.8 W 

床パネルの接總勵橫 

4.5 〜1目.日が （3 鹽〜10頸）（嚴大燃焼時） 

溫化配 變接驟 □ 

列■径ホ 8 mm ニップル 

猫排飄简の型巧の呼び 

QU 4-3 - 

給が窥简の呼び径 

D 40 . 

給那窥固の鹽 K 題部のな經 

を 75 [iifii 

が無温度 

尿暧驛-獨敲 

2目0でが下 

ストーブ單独趣顔 

2目0でが下 

巧-施 ヒ ユ ー ズ 

5 A ■10 A 

巧 童： 裝閣 

巧麗巨動消乂裝體-点义受垂碧慶-不完を燃焼防止聲麗-惇爾受全裝願-過飄防と装置 

そ’-の，惟 の 装 固 

再括 1义黄全装窗-循觸水過貫防止装固-排気管旅け検知裝歷-過電流防止装超 
過昇防止禁超-不趕义検出装置-燃焼巧送風機異常検出装題-機巧サー=スタ 

巧 臨 湿 

題台1個-八’ックチューブ2.日 m ■ ボースパンド2幡-本陆固患を具2個-給排気簡たット1絕 
渥熱板 T 個 • zr ム製送油管締巧バンド 2 個-スリーブ 1 個 • 取巧説巧空-エ擊説明當-所有着票 


備着）®標準適室は、巧回を人-曰本ガス扫油機器エ襲含の算定暮準によ0ます。 













































國憬証に01\您 

赞このコロナ石'池ストーブには保独窗びついでいます i : ■ v . v ： 

保証窓は、脑す r お質い上げ曰‘颇請隨を J などの紀入をお確かめのラえ^販茹店からお受け取りください。内密 
をよくお騎みのあと、大のに保蠻しでください。 

參保醜期闡はお興い上げ曰から1年闊でず。 

:@巧のよラな原因による战隨巧び、摩故につ蔑费しでは、保碰の対葱になりませんので注戀しでくだ进い。（禪しく 
は保疆靈をお読みください b ) 

. 圏変質'な油や不純な独など、またな油が》1■の燃料使招による故障や事故。 

:0離った使巧方法による故障や»故。 

■修遭養依賴篡 ftSt 養に OU 音 

:® f 故轉■興常の晃巧け巧と処歷方法 j (23 - 24ページ）にしたがってお調べください。直らないときは、ご使用 
を中止し、必す獲源プラヴを抜いでから、お麗い上げの臟题店にご遭總ください。 V 站:邮賊扣巧だ： 

I ® ご麵絡いただきたい内容は次の適0でず。 

①晶咨 霞型式の呼び 感お興い上げ曰 感故離の状況（化燕るだけ興祕的に） 卿''""’' 

\ ® 修理に際しましでは、保証謙をご擴おください。保飄靈の綱おにしたがって、販誕店が修理させでいただきまず。 

； ® 保飄期闇が避當でいると莲は、修理すれば使聞できる耀含には、ご帮望により育料で修選をせでいただきます。 

: ® ご不明な点や禮理に闊ずるご相談は、お質い上げの販謂店または、この取扱説明碰の裏表織に記雜されでいる「お 
密樣ご袍談窓 QJ にお間い合わせください。 

® 修理料藍は、技術料-部品げ-出張料などで構成されでい寡ず。 

..... パ.い .1".. 

;圆離修闊粧能部蟲についで 

©当社は、この製品の補修巧性能部品を觀禮巧ち祝0後、7巧保暂しでい患ず。 

® 補髓閱性能部品とは、その觀品の機雜を雛持ずるために必愛な部品です 。 ■ 

B 放靡-修理の際の連絡先 

® お麗い上げの販龍店または、この取扱離明書の靈表紙に記载されでいる r お密嫌ご相談窓 Dj にご鹽總ください。 



握え巧けや移設工事は販売店または、据え巧け驚害に依顯し、お客様ご自身では巧わないでください。 



据え巧けについでは、火災を防裏例、爾気設髓に関する技術畐準などををの薑準か‘あります。工事説日月醫（エ擊編).の 
『持にま惑していただぎたいこと（安をのために魁すお守りください) J をお読みにな0、販売店交は据乏巧け叢畜とよ 
くご相談してください。また、「標準据え巧け例」についでは、下図を參照しでください。 



贷側方曠舊物は、晒側にあつでちよいが給排気简と聰蕾物、巧燃物との脂離は 45 cm な上とつでください。 

©前方に棍や遵物げある爆合は給排気简洗端と前苗陋靈物との距離は 60 cm がよ雛し、かつよ巧および両側方に気流を 
阻止ずる曠醫卿がないよラにしでください。 

® 給排気筒下面は地面から 20 cfn が上離すよラにしでください。なお觀豐地域では、給が绩筒巧端が麗でみさがれるお 
それのない顧さを禮保しでください。 

® 木造の建物で靈にソタルラス驅り、ワイヤラス張り、または盡騰板張りをしである擺巧に給排戴簡を禮ずとき掠、 
それらの藍厲鄙に撥しないよラに嫁麵の絶繰をしでくだぞい。 

® 壁に穴をあける賴含、 S の内部にある靈觀配線-ガス-水道の配管にあたらない ii 所を選んでくだぎい。 



©給排気简を延長する場合は、 3 m 3 曲びりな下で取はけられる場所を選定しでください。 



参積雲のをい地ちでは、禱靈時に給排気筒び雲でふさびれないよラな取が場所を選定しでください。また、風びよどむ 


よラな場所では、がガスを再度吸い込んです完を燃焼を起こすことか’あります。 




据え巧けか’終ねりましたら、ちラー度、エ擊説明靈（エ寧編）の f 特にを顧しでいただ苦たいこと（ををのために胁すお巧 
りください) j をお読みになり、エ擊説お®に記載されでいるとおり据えがけられでいるかどラかを禮認しでください。 



























巧•据え付け•移設 



試運題は販売店交は据え巧け叢着とご一緒に必す巧ってください。 


□麗 15 筆備 

雜 IA を 圏源プラグをコンたントに刃の根巧豪で確鬟にちしこんでくださし、。 
©油タンクに給油し、逸油経路の空绩おきをしでください。 

® 送迎経路やス!ブより‘;由ちれがないか確認しでください。 

® 配管透中にバルブなどがある觸合には、を開にしでください。 

® 巧を装置をじットしでください。 

〔お油面器リじツトレバーを下に巧し下げでください。] 

® タイマー麗嚴になつでいませんか。 


■循環讓®給水短ミ墓 

1 . 給か前にエアー抜きバルフ’か’全開になつでいることを禮認 
しでください。 

(ェ觸出荷時には開いであります。） 

必ずを開にしでください。 


2. ストーブ左側面のかな計で、シスターンタンクの規定が位 
(上限が位）まで賴躁液（コ□ナ床腦驛規櫃賴液）を入れで 
ください。 


3. 操作部の床際が換スイツホを r ストーブ床暖廃 J にたツト 
しでください。 


4. 操作部の巧温調節ボタン「富 J 「槪 J を同時に5砂間巧し 
続けでください。 

® 循環ポンプか’躍輕を開始しまず。 

(表お部の設定床温表示ランプか‘点滅します。） 

5. 器費の左壁面にある往苦と戻り碼ちの温かジョイントのコ 
ツクを「開」にしでください。 



6. シスターンタンクのか位か’下か’り始めますので上限か位ま 
で櫃颗液を給かしでください。（シスターンタンクのか位 
が下がらなくなるまで給化を続けでください。 

@温が配醫施工などの関係で、エアー抜ぎバルブではエアー 
が抜けきらない觸合は、巧の方法びあります。 
溫化往ぎ〇のコックを間にしで温水配管接続をはすし、^ 
コックを關いで耀臟水をかしすつ流し、エアーを抜く 
S (循屬液げこぼれないよラに容器を巧懸してください。）/ 



7. シスターンタンクのか位び下びらなくなったら循環液の給 
水は終了です。 

エアーおきバルブを r 閱」にしでください。 

©循環ポンプの遷歷音が静かになります。 



15•据を巧け•移設 


8. 温か配管路に、かちれのないことを確認しでください。 
©躍敲の遥かで床暖パネル尊にかちれか’あった墙台は、循 

職ポンプを障止させでください。尿暖切換スイツチを 
「ストーブ學独」に切換えることにより障止させることが 
で苦ます。 

9. 霞常のないことを聴認したら完了ですので操作部の巧温調 
節ボタン「轟 J I ■低」を同時に巧しでください。循颗ポン 
プが障止しまず。 

(表お部の設定尿温表示ランプか‘消なします。） 




馨選歷は、ストーブ床暖廣遲敲で巧い、正常に遷嚴することを確かめでください。 



[^卜ーブ庶臟麗禮霸1 

1. 操作部の床暖切換スイッチを r スト…ブ床暖麗 J にセットしでください。 

2. 遲嚴スイツチを押しで「入 J にしでください。 

® ストーブは点火動作を開始ずると同時に、體磁ポンプの空巧ち富（ネリ使用時） 

か’数砂しますが翼常ではありません。 

© I ごミ主®初めでな®いになるときは、13熱^:!^などび焼けで:®と^い 
びでます。窓をあけで部屋の換绩をしでください。 

な約9〜12お間のず備燃焼び終わると巧燃焼に巧り替わります。 

3. 溫化配德経路に、かちれのないことを確認しでください。 

♦運輯の述やで溫か配窗姪路たかおれぴあった炼さ:;: 

:饭揀佑部0陆暧切換式ザかチを CF タトーブ単独 •!: に奶りかえで循親ポシブを傅止させでください。 
⑤遇振スイッチを禪レで r 咖にしでストーブの運板を棒让しでくださし、 


4. 異谱がなければ、火乃調節つまみを「微か J 〜「大 j じ設定しでくだちい。 
しばらくしで陳暖パネルが暖かくなることを禮飄しでくだまい。 

©炎の状態は、簿いおの中にいくらかの黃色いが（敵火）がまじつでち異错 
ではありません。 



自動 き動火力調節 
微かか中 大 

• •111111*1 目 I 卽 1*1 目目目目昌， 

知 _ ~~ W 


「ス [ ■■/藤隱體麗転 

® 運嚴スイッチを巧しでけ0」にしでください。 

遅露ランプび消'なします。 

燃焼室か’冷却すると自動のに燃焼巧送風機、循颗ポンプか‘禮止し、 
時刻表示な巧のすべでのランプか‘消なします。 




©正常頸飯しない場合は、 23〜24ぺージ 「故靡■翼常の見分け方と独®ち法」を參照しでくだぎい。 
©長期闇の憾管媛、南び設麗する場总を f ■誠麗範 J のを順にしたがい、試運範を巧ってくだ埋い。 




® 巧めでお使いになるときは、耐熱蟹料などか’焼き巧くまで煙と賣いか’出ます。しばらくの間、窓をあけで部屋の換気を 
おこなつでください。また、ル臟やル動物などに駿響する擺合か’碧えられますので、この間は部屋に入れないでください。 



















